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藤家原子力委員長の海外出張報告について 
 

平成１４年１０月２９日 

内閣府原子力担当 

 

１． 目 的 

中華人民共和国・深せんにて開催される第１３回環太平洋原子力会議

（PBNC2002）に出席し、日本の原子力政策に関する講演を行うとともに、各

国及び国際機関の要人と原子力政策に係る意見交換を行った。また、原子力

発電所（大亜湾(Daya Bay)原子力発電所、嶺澳(Ling Ao)原子力発電所）を

視察した。 

 

２． 出張者及び日程 

（１）出張者：藤家 原子力委員長 

（２）日 程：１０月２１日（月）～２４日（木） 

10/21（月） 日本発 → 深せん着 

           22（火） 第１３回環太平洋原子力会議出席 

           23（水） 当地原子力発電所視察 

           24（木） 深せん発 → 日本着 

 

３．結果概要 

（１）第１３回環太平洋原子力会議 

 

ＣＮＳ（中国核学会）・ＣＮＮＣ（中国核工業総公司）等が主催する第

１３回環太平洋原子力会議に出席した。２２日の総合セッションにおい

て、革新的原子力システムの取組や放射線利用の促進と可能性、環太平

洋諸国との協力等、日本の将来の原子力について講演を行った。本講演

では、同日原子力委員会が表明した「北朝鮮の核開発について（緊急声

明）」についても紹介し、原子力の平和利用と核兵器開発の早急な中止を

強く訴えた。 

また、中国の張華祝ＣＡＥＡ（中国国家原子能機構）主席や韓国の李

昌健 原子力委員をはじめ、ＩＡＥＡ（国際原子力機関）や各国の要人と

も、北朝鮮の核開発に対する当委員会の姿勢・取組を説明するとともに

協力して対応していくことを呼びかけた。 
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（２）当地原子力発電所視察 

 

香港の北東約５０ｋｍに位置する広東大亜湾原子力発電所及び広東嶺

澳原子力発電所を視察した。大亜湾原子力発電所は、中国政府出資の公司

と香港資本の公司が共同出資したものであり、電力の約７割を香港に供給

している。一方、大亜湾原子力発電所に隣接する嶺澳原子力発電所は、主

に広東省や内陸部への電力供給を主としている。発電所職員と人材問題や

原子力のＰＲ等について意見交換を行うとともに、今年営業運転を開始し

た嶺澳１号機のタービン建屋及び中央制御室を視察した。 

 

参考 

広東大亜湾原子力発電所１号機 ＰＷＲ ９８．４万ｋＷ  ９４年２月運転開始 

           ２号機 ＰＷＲ ９８．４万ｋＷ  ９４年５月運転開始 

広東嶺澳原子力発電所 １号機 ＰＷＲ ９８．５万ｋＷ  ０２年５月運転開始 

           ２号機 ＰＷＲ ９８．５万ｋＷ  ０３年運転開始予定 

 

 

以 上 


